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	応用
	抗原情報
	背景
	グルタミン酸代謝型受容体 2 (GRM2) ホモサピエンスの L-グルタミン酸は、中枢神経系の主な興奮性神経伝達物質で、イオンチャネル型と代謝型の両方のグルタミン酸受容体を活性化します。グルタミン酸作動性神経伝達は、正常な脳機能のほとんどの側面に関与しており、多くの神経病理学的状態で障害される可能性があります。代謝型グルタミン酸受容体は、G タンパク質共役受容体のファミリーであり、配列相同性、推定シグナル伝達メカニズム、および薬理学的特性に基づいて 3 つのグループに分類されています。グループ I には、GRM1 と GRM5 が含まれ、これらの受容体はホスホリパーゼ C を活性化することが示されています。グループ II には GRM2 と GRM3 が含まれ、グループ III には GRM4、GRM6、GRM7、および GRM8 が含まれます。グループ II とグループ III の受容体は、サイクリック AMP カスケードの阻害に関連していますが、アゴニストの選択性が異なります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。機能：グルタミン酸受容体。この受容体の活性は、アデニル酸シクラーゼ活性を阻害するGタンパク質によって媒介されます。神経伝達の抑制を媒介するか、シナプス形成またはシナプス安定化に関与している可能性があります。,類似性：Gタンパク質共役受容体3ファミリーに属します。,サブユニット：GRASPと相互作用します。,組織特異性：胎児脳だけでなく、成人脳の様々な領域で広く発現しています。,
	研究分野
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	GRM2抗体を用いたLOVO細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	GRM2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

